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下流を花7]()11と呼ぶ金目)11は、秦野との境いに

かかる土屋橋から河口まで約9.5キロ、市内第2の

)11で、平塚北西部を支流しています。このため、

郊外で東西に走る環状道路はかならずこの)11を渡

ります。上流から県i重土農橋 市道観音橋、県道

苔妻梼、市道水神様、同震機、関東雲1雷、県道新
平塚橋(.:E)II)、関造花水橋、市道下花水様、国

道新花7lc1雷と、現在1日本の橋がかっています。平
塚の道路事情をよくしていくうえで、これらの橋

の改良はきわめて重要です。 2本の国道は5]11とし

ても県と市は、長年にわたって橋の鉄筋コンタ世

ート化や拡幅を続けてきました。その結果、県道

土原橋が呂田、吾妻橋が7田、 平塚橋が10m、市道

料音i藷が6mと、いずれも 2車線以上の幅員をも
っ永久橋にtttしかわりました。さらに市道後橋は
2か年がかりで幅員6mの新織にかけかえ巾であ

り、東雲矯も 6.5mに説、脇工事中です。 また、 tIIJ

号lこ紹介した国道厚木小印原線も、飯島の地点で

2車線の立体交差織を工事中であり、 42年度中に

会口)11と玉jけには、 10本の2車線永久橋がそろう

ことにな与ます。五回い木橋として残るのは金mか
ら金JillJl1へ行く 7](神橋と、花7)(f抱J吉街から大機バ

イパスへぬける下花水婦の2本だけ。うち下花本

橋は、平塚拍qJ芋大機線の道路整備にあわせて改込

ずる予定です。また、将来上平援ー旭地区間には

転員15m4車線の新機もかける予定であり、金日

)liを渡る動脈の確保は、最終的な段階にはいった

と報告できます。数年前主で、 71く久橋は国道と京

雲縞の34，だけでした。

上平塚-)!g間には 4寧線も計画

拡樋工事の完成もまぢかい東署豊橋
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昭和42年 3月15El 

開設も賂もない平緩登記所市役所構内といえる

ほど近くに主主ち、市内ぜ九ぷが管轄区域となる

新仲商踏会〈会長鈴

民知事表彰木義朗氏・加盟糊
F ャ ー 〉は、 2}320白神奈

川県の優良商J6衝として知事表彰を受けました。知事表彰

は県下で5団体だけ、平塚では紅谷街に続く 2番笥の受賞
です。新仲会は脳和27年に発足後、間関路衝の体質弓主義平

共f詩施設の整{鱗努力を震ね、会主賓の経稿!向上にも効果をあ

げて今回県下邑慌の隠居街のなかから選ばれたものです。

一
一
一
月
一
日
、
新
議
野
県
道
平
塚
橋
ぎ

わ
に
、
関
鼠
消
妨
出
張
所
を
同
開
設
し
ま

し
た
。
東
中
原
e
海
岸
に
つ
ぐ
品
開
一
一
一
番

問
の
も
り
で
、
消
防
署
か
ら
こ
樹
分
隊

十
四
名
が
語
動
、
常
駐
態
勢
に
は
い
り

ま
レ
た
e
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
帥
問
題

七
十
笠
A
Mの
モ
ダ
ン
な
庁
品
芝
、
地

上
ニ
十
れ
の
議
梼
か
ら
な
り
、
延
部
績

は
百
二
十
一
一
平
方
針
。
建
設
擦
は
八
百

蹄
七
十
八
万
円
。
装
備
は
四
輪
叫
閣
総
車

出
(
価
格
街
九
十
万
円
)
一
台
と
楼
報
サ

締
イ
レ
ン
な
ど
。
臼
夜
片
寄
七
各
の
議
員

た
が
つ
め
、
旭
抽
出
尽
e

土
沢
地
区
a

金
自

引
地
区
a

金
田
趨
区
・
南
磁
中
原
地
区
な

に
ど
岡
山
部
一
帯
が
受
け
持
ち
広
域
で
す
。

蹴

る

区

君

事

皆

、

ざ

っ

と

七

円
山
平
吾
、
市
内
の
ニ
制
闘
を
午
ノ
家
庭
添
佳

一
一
み
、
あ
た
ら
レ
い
住
宅
地
と
し
て
、
は

域
げ
し
く
家
が
ふ
え
て
い
ま
す
e

新
相
時
間

市
出
張
所
の
一
認
怯
に
あ
る
八
倍
の
M
限
鋭

で
、
担
当
広
域
は
手
に
と
る
よ
5
に
見

先
、
防
火
に
大
吉
な
編
え
が
一
加
わ
っ
た

と
い
え
ま
す
バ
穏
話
犯
腐
六
一
六
O
)



第 185号〈第3額郵便物認可〉沼和42年 3Jヨ1事臼('3) 

然毒事 e燥議 15滋/宇村長@市議は2813
!j j j;?jiiiiiiij;;jii1ii i 
iiiiiliiiiii!?i!iiiiiii;jjiii!i 
iE!!:;li騒騒離高!?iiiiiii
続出欝騒耕民j
霊長君主翼主言語芸欝離選議議選議撃の結語2室長zgt

i!iEFj鱗鱗麟新ijipj5
jjiii!;開鞠鱗紅白;ji;
!jjill;!j¥時 5115fj
!?jilih-j iニjii;1ii!
5き;空手当喜主長選fk詰号;255せ吾さ雪量22
富市hitiiiイiiihi;iRdi電531
jiifjjjii1iii;iiii1iji!!iT!; 

市
制
刷
お
同
期
年
記
念

り

圏

中

M

タ
ま
つ
り
盛
大
に

制
緩
層
部
聖
書
、
コ
」
と
レ
草
炭
七
タ

タ
ま
つ
り
は
、
七
月
六
日
(
木
)
@
七
日
(
金
)

内
'
八
日
(
土
了
九
臼
(
臼
)
@
十
日
(
月
)

取
の
五
円
口
問
、
市
制
一
一
一
十
五
均
年
記
念
と
レ
て
、

昨
接
言
語
す
る
」
と
発
き
ま
し
た
。
索

引
七
年
四
月
一
日
平
塚
が
市
制
刊
を
施
行
し
て
か
ら

消
長
し
て
一
一
一
十
五
年
同
品
記
念
行
事
と
し

動
て
、
七
夕
ま
つ
り
を
平
年
以
ょ
に
盛
大
な
も
の

豪
と
し
た
い
と
レ
た
も
で
す
0

9

日
本
一
の
竹
節

り
の
h
q

り
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
は
じ
な
い
飾

り
付
け
の
撞
高
闘
を
:
・
。

コγぅ
滋R詰平と平塚町風影写真を募集翻応募・器
/25留までに市役所内観光協会か市内カメ
ラ窓へ。飽サイズ a 白黒問ッ切、カラーヵ

ピネ以上。趨饗綴・さくらかみのりフィル

ム、官聖子使用のこと。事甚へ応募聖書、繁多数e

王手塚樹観光協会{蕗ヱ藤内}{税務部室聖書量殺課]



(4) 第 185号

ごまf時i見守liiiijiiii!iii現時評iF
252i552i;t l!?ii;iiiiii説明iijj!?
二議222訣22ょ31255dES持?三子供時i時言語
;:思議ili均一間百
;252iiiii童話|百戸弘敏71l!?日そ!?一一一>. 号仏;壊れ警護翠議議 マ議奪三ぶ輩E4t 幸量

一一…一~宰等マ門会室長警警昨

明!葉署カT さ7
小宮警十詰五 ん

iiiii::i;出討
す喜三日dR25S会 Y 版

ifiis;z-量23字詰
iiifajS3;者?;;
!ijjj戸;iiif

を

(第3積郵便物認可)沼和42年 3Fi 15臼

保健所管内に相模愛犬協会

42年度第1回自の狂犬病予妨注射

と犬の霊華鏡受け付けが、 4月1れから

市内巡回ではじまります。 E王犬病予
防の本めで、生後3か月以上のもの

からぜんぷ対象です。愛犬手電星をお

持ちの5ぇ、お近くの会場へ。巡回

期鶴中に受けられない人は平塚保健

所か隠幾重究E藍で受けてください。
調巡回図書量・ f前〉は10-12時

〈後〉は13-15時

4丹羽田(前〉 中庶子分青年会館
(H) 金問観音前

f後〉 中央農協土沢支所

(H) 北金田農協倉庫前

4月11日(前〉 宮沢小学校

〈吋 lIfl公民館

〈後〉 公所・路犬抑留所

(H) 万回公民館

4 Jl12日〈前〉 豊田公民館

〈け 減島公民館

〈後〉 金国公寝室富

(吋 間続会民館

4月13日〈前〉 犬神公民童宮
〈後〉 横内公民童富

〈前一後〉 中原公民館

4月17釘(曹の 東中原公民館

(後〉 第二と公民館

〈前一後〉 八臨公民銀

のヲγ

に
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

容の観光シーズンを閤官官iこ、湖南平
登山潜の第1期輔鑓 510m医潤のヱ

壌がすすんでいる 上フ吉田で。
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簿
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縄
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台
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憩
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O

一潤 3匹指定時間
向駐車禁止

(か14)駐車時鶴

一ータ一方通行

京
浜
な
み
の
一
に
駐
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で
吉
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一
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規
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右
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な
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わ

け

駐
車
違
反
な
ど
続
々
一
で
、
違
反
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
る
人

県
公
安
祭
員
会
弘
、
平
療
の
中
心
積
一
が
た
く
さ
ん
出
で
い
ま
す
。
一
方
通
行

富
民
、
京
浜
な
み
の
護
規
制
寿
一
の
道
へ
進
入
禁
止
の
模
様
を
見
本
い
?

な
い
、
一
一
方
通
行
、
進
入
禁
止
、
右
折
は
い
っ
て
く
る
車
内
も
あ
と
を
た
た
ず
、

禁
止
、
友
好
禁
止
、
駐
車
禁
止
な
ど
後
一
務
道
以
外
横
断
禁
止
の
題
導
官
、
平
気

雑
な
制
限
を
課
し
ま
し
た
。
紅
谷
町
と
一
で
横
切
る
訟
行
者
も
い
ぜ
ん
回
出
立
ち
ま

夏

を

ま

え

に

地

区

組

織

へ

明

石

思

議

は

ず

ミ

何

ら

か

の

?

。

霊

震

衝

で

は

、

連

警

暴

蚊
や
は
え
な
長
益
事
警
期
意
義
手
作
蓄
を
応
援
に
出
す
一
で
よ
く
、
車
で
と
お
る
と
き
は
、
章
一
た
だ
ノ
必
喜
あ
り
ま
す
。

を
ま
じ
か
に
し
て
、
憲
療
は
、
家
庭
な
ど
の
薯
#
は
か
え
実
施
は
申
し
一
標
織
を
よ
く
確
認
し
て
+
く
だ
さ
い
。
ま
一

i

l

の
床
下
や
庭
木
な
ど
に
対
ず
る
薬
剤
散
込
み
踊
と
す
る
差
。
重
区
組
織
で
一
だ
紅
容
量
器
、
聖
母
掘
り
二
市
役
所
な
ど

吋
門
誌
長
時
一
日
諮
問
持
法
時
点
詰
れ
特
軒
目
ru諮
問
一
新
町
名
に

区
組
織
に
対
し
て
二
世
帯
あ
た
り
平
一
会
・
自
治
会
な
ど
の
組
織
が
な
い
と
こ
一
っ
て
駐
車
で
古
る
位
置
が
移
動
す
る
か
一
回
警
護
問
地
区
薬
害
、
二

重
富
グ
ラ
ム
の
B
H
C受
十
キ
ロ
で
は
、
豊
富
霊
度
と
雪
広
島
襲
必
要
で
す
。
例
え
ば
、
審
吉
田
か
ら
実
認
し
た
額
一
一
産
量

一
一
一
司
自
主
南
の
特
別
一
制
格
で
あ
っ
せ
ん
一
所
で
ま
と
設
っ
て
お
申
し
込
み
に
な
れ
一
町
通
り
は
、
駅
安
万
か
ら
の
一
方
通
行
支
に
よ
っ
て
、
次
の
機
関
に
新
し
い
町

し
よ
う
と
い
う
も
の
。
散
指
に
は
衛
生
↑
ば
、
薬
剤
提
飲
の
一
対
象
乙
い
た
し
ま
す
一
で
午
鶴
八
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
右
側
ア
名
と
住
脂
容
号
が
つ
嘗
ま
し
た
。

薬
剤

期
髄
轄
で

が死を招く-
し3

その

早
家
市
役
所
(
浅
臨
時
町
九
番
一
号
)

市
教
育
研
究
所
(
浅
路
町
八
番
一
号

宮
市
消
防
抽
出
第
三
分
間
凶
(
宮
の
一
前
一
番

十
一
号
)
、
市
消
防
回
第
五
分
間
〈

八
千
代
町
十
九
番
一
一
十
三
考
)
、
山
手

替
小
学
校
(
浅
間
町
開
審
一
ニ
一
号
)
、

松
員
小
学
校
〈
天
沼
七
藩
十
寺
)
、

江
担
問
中
学
校
(
浅
間
町
八
番
一
号
〉

潟
入
部
麗
局
(
八
千
代
町
士
一
一
番
十

一
一
一
号
)
、
平
塚
鑓
報
篭
記
局
〈
明
石

町
一
番
一
一
一
十
号
)
、
平
塚
欝
議
明
者
駅

前
派
出
所
(
室
町
一
一
昔
一
号
)
、
日

本
専
売
公
於
平
塚
出
銭
所
(
八
千
代

~
町
一
番
二
十
六
号
)
、
臼
本
道
路
公

団
車
京
支
社
小
田
原
厚
木
工
事
事
務

所
〈
浅
間
陀
十
二
番
二
号
〉
、
犠
浜

地
方
法
務
局
平
塚
出
張
所
(
浅
間
町

十
審
二
十
二
号
〉
、
農
林
翁
神
奈
川

統
計
調
査
事
務
所
平
塚
出
張
所
〈
浅

間
町
+
審
一
平
凡
号
〉
。
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題道1号線や129努.134号線に101:1主::r:J5万円

の水銀30ワットの道路照明灯もつ皆、夜の交

通安全を支えているh 写真101:篤入構で

3/
19 

i¥ 
1日1万

7千台、馬入橋で1万B千
台、期講大橋では273台に
達します。このなかで年間

878件の受通事故が起り、
31人が死亡、 799人が魚領
した (41年〉と報告されて
います。平塚は交遜戦争の

最前線といえます。それだ

けに交通安全施設の整憶に

・ガ-

a信号

総
工
建
一
一
一
幅
五
千
万
円
一
一
車
線
の
中
市
究
地
下
道
は
、
跨
サ
イ
ド
に
一
一
本

の
歩
遣
も
も
ち
、
$λγ
過
の
動
脈
と
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
第
ニ
の
地
下

選
に
も
着
工
し
た
。

平
塚
の
獲
史
を

た
ず
ね
る
集
い

お
白
金
目
観
音
か
ら
向
精
〈

によい環境を
グ〉

8時 30分 30ニEン

豊富社会環境をよ〈する活動翻すべての膏少年

が、健全な青少年団体やダループに参加する

ことを奨励する活動欝働くe青少年をはげまし

その教育福祉対策をす 3 曲、その生活条件を

改馨するた的の活動など e



(告〉第 185号〈第3種郵便物認可〉

就
職
コ
ー
ス
を
選
ん
だ
中
日
中
一
一
一
年
生
一
一
一
一
百
三
十
二
名
を
激
倒
す
る
、
市
主
緩
の

の
つ
ど
い
」
は
、
一
一
月
二
十
一
一
一
回
一
市
民
セ
ン
タ
ー
に
関
健
、
先
制
間
代
議
羽
国
央
来

年
4
し
の
己
正
ば
を
贈
り
ま
レ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
生
徒
を
代
表
す
る
山
下
道
主
君

山
君
子
ざ
ん
(
奪
回
野
中
)
が
、
別
項
の
持
窓
と
抱
負
を
の
ペ
た
ほ
か
、

民
が
「
平
塚
の
人
物
」
、
県
立
伊
融
問
鼠
届
何
年
の
家
所
長
藤
木
簿
民
が

る
講
演
を
行
な
い
盛
会
で
し
た
。

巣立つわこうどのつどい 332名を激励

働
き
な
が
ら
学
ぶ

太
洋
・
中
脅
・
山
下
道
夫

門
私
た
ち
の
希
望
と
抱
負
・
・
饗
官
同
一
手
と
思
っ
て
い
ま
ず
。
ぼ
く
た
ち
の
一
仲

わ
だ
く
し
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ょ
一
砲
の
中
に
は
、
高
校
に
進
ん
だ
人
た
ち
一
円
私
た
ち
の
希
護
と
掲
銭
;
要
皆
凶

き
職
場
を
え
て
、
四
月
か
ら
い
よ
い
よ
一
に
負
け
ま
い
と
、
働
く
か
た
わ
ら
、
窓
一
荒
れ
く
る
う
海
に
、
木
の
議
m

自
分
の
か
ら
だ
で
、
密
分
の
腕
で
生
き
一
時
制
高
校
に
遜
っ
て
勉
強
を
続
け
よ
う
一
怠
小
舟
が
ゆ
れ
る
e

こ
ん
な
海
「

よ
5
と
張
り
合
っ
て
い
ま
す
。
一
と
し
て
い
る
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。
一
く
し
た
ち
は
や
が
て
、
船
出
す
ス

ひ
と
り
ひ
と
り
の
仕
事
は
単
純
か
も
知
一
ぼ
く
も
そ
の
ひ
と
り
と
し
て
頑
張
っ
て
一
ナ
。
わ
だ
く
し
た
ち
の
心
は
ス
η

れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
今
し
て
い
る
仕
一
い
く
つ
も
り
で
す
。
時
醐
宮
急
が
ら
事
ぷ
一
不
安
と
が
交
琵
し
て
、
止
め
ど
骨

車
重
け
れ
ば
、
ム
震
の
製
品
は
完
成
一
た
い
へ
ん
さ
も
じ
ゅ
5
ぷ
ん
品
錯
し
て
一
し
よ
せ
て
参
り
ま
す
。

し
怠
い
の
だ
、
自
分
は
ζ
の
会
社
に
な
一
い
ま
す
@
し
か
し
、
し
っ
か
り
し
た
根
一
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
、
「
社
会
川

ζ
で
は
な
ら
な
い
入
簡
な
ん
だ
と
い
う
一
位
を
も
っ
て
進
み
、
自
信
を
も
っ
て
生
一
ち
行
く
の
だ
」
と
い
う
希
望
で
、

窓
識
を
も
っ
で
し
た
ら
、
ど
ん
滋
仕
事
一
き
て
い
け
る
人
に
怠
り
た
い
と
、
強
く
一
げ
っ
ぽ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
も
張
り
合
い
を
も
っ
て
で
曹
る
だ
ろ
一
心
に
怒
っ
て
お
り
ま
す
。
一
「
社
会
は
嘗
び
し
い
」

沢
中
広

姐
小
校
舎
も

土
決
中
学
校
と
川
小
学
校
に
、
患
だ
ら
レ
い
授
舎

が
完
成
し
設
し
た
。

醐
醐
式
沢
申
体
育
拍
臨
〈
写
真
上
)
・
鉄
筋
コ
ン
ク
ワ
i

ト
平
家
建
志
向
八
十
八
平
方
針
で
、
付
近
む
雑
木
持

や
脊
崇
の
丹
沢
山
脈
に
マ
ヲ
チ
し
た
し
ゃ
れ
た
屡
以
内

体
腎
鎮
で
す
。
中
学
校
で
は
六
銭
自
で
競
技
富
一
葉
集

会
室
・
ス
テ
ー
ジ
・
控
室
・
地
下
同
県
衣
富
一
、
地
下
倉

遺
な
ど
を
憶
え
、
工
震
は
一
千
七
時
臼
五
十
六
万
円
。

こ
れ
で
、
中
学
校
体
育
館
は
注
陽
と
神
田
中
を
獲
す

だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

額
旭
小
骨
校
龍
一
一
校
舎
(
写
真
下
)
・
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
一
エ
帥
問
題
一
千
二
百
去
十
七
平
方
針
、
普
遜
教

室
二
・
音
楽
・
礎
科
・
視
聴
覚
護
各
一
・
準
備
室
一
一

・
教
材
窓
ニ
・
職
縄
護
・
校
長
箆
・
宿
鼠
室
客
一
・

便
所
一
一
手
鍛
え
特
別
薮
援
と
管
頭
務
室
を
整
請
し
た

も
の
@
ζ
の
ほ
か
、
工
費
お
百
九
十
万
円
で
、
鈎
一

絞
教
東
側
に
普
通
教
室
一
ニ
を
燭
築
中
甘
争
。

f
の
濃
い
道
程
の
た
申

と
の
遠
い
道
程
の
た
ゆ

栄
光
へ
の

;;!ji!1 
!j!!iiig苦!;;!?

!?i!ifiiZii:ljj!iiipfii器購欝;iiiijiijjaiiE
in宣言語江戸1担当71i;騒鰐欝iiiiiii雑誌
室内ii出雲iiiii語;ipi;iFiT12F時ijjtilifijgli;?Zi
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毎沼新関社訳文化大命革の口火

ロ

ア
フ
リ
カ
・
一
フ
ワ

i
優
勝
の
記
録

主
主
い
潟
地
、
空
金
の
山
内
善
か

ら
O
度
近
い
冷
気
、
山
、
川
、
岩
石
、

砂
地
、
泥
祢
の
ア
フ
リ
カ
大
跡
目
安
、

ド
ラ
イ
バ
ー
遣
は
百
十
肝
以
上
の
蒋

迭
で
と
ば
し
続
け
る
。
し
か
も
多
郎

i尼ねいのアフリカ大陸在百数十ヰ口で;i'Eる
関護軍 アフリカ・ラリー優勝の記録から



⑤ 5・7月
初宿禰8か月以上のもので1臨も
接議してないもりは思縫種〉
追加 毎担援護軍している者(l間接

種〉

:録インフルヱンザ予飴接種

③ '.11月
続 3か月以上の者 (2包接積〉
腸チフス@バラチフス混合ー宮本脳

炎・インフルエンザの3重量類の予防
接種は幼児だけでなく、布となの方
もうけられます a

( 1) 

〈グ〉

(# ) 

(# ) 

( Q) 

〈グ〉

〈グ)露軍注意

( 2) 104)守の溺臼ぜ曹とジブテリヤ配合予
い) IW援事霊には現在もっていお「通知書
υ)  Jと「母子手緩j を忘れずにもって

υ) きてください。

〈り 104月128の謹百からはずパての予防
υ)  主主主霊には「予訪接種手帳Jと「母子
い)I手帳Jがo嬰になりますので忘れず
〈り fこもって吉てください。

い)1霊語予防接種の該当者
い)I覇軍函臼ぜ苦とジフテリヤ混合予防援護
(Q) およびジフテリヤ予防接種

Q}"4 )ヲ

第 1主君飽41・6 ' 1 ~41 ， 10・31
までの出笠者および生後1劉も
援護霊してい01i:い者 (3自主査慰J
第 2期日召40・5・1~40 ・ 10 ・ 31

までの出生者および年春に第1
貌を完了している者 (1国主主

積〉

①…呂， 9 • JOJ'l 
第 1鈎昭41.11.1 ~42 ・ 4 ・ 30
までの出生者および金一後 1砲も
接種していない者 (3包接種〉
鰐 2期日召40・II・1~41. 5・31
までの出生者および41年秋に第
1翻を完了している著者行届銭

種〉

菌害3期ジブテロャ

E召36圃 4 • 2 ~37 ・ 4 ・ 1
までの出合一者(11fll接種J

磁譲渡

② 4月
損害1耳耳紹41'9 ・1円!1・ 12・31
までの出会者および生後援騒を

していない者

⑤ 11 • 12月
第 1耳耳目召42・1 ・1 ~42 ・ 8 ・31
までの出生者および生後波書室を
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{グ〉

(グ〉
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(11) 

(d) 

〈グ〉

〈グ〉

(Q) 
(U) 

J4 
Pと二

神田公民館八明書公民館

議士箆公民館

中原公民館

須賀会民館 松原公民室富

市四之宮公民館

沼水公民館

見附!台設主主主語

金目農協 土産霊小学校

It!!公民館吉沢小学校

岡崎公民館

箆E自公民館
八縄公民館

j金密農協 土E謹小学授
旭公民宮古 吉沢小学校

金田公民館関備公民館

城島公民館 量豊田公民館

神田公民館八路公民館

中原公民館l富士見公開
須賀公民館松際公民ii!l

中原公民館

須賀公民館松原公民館

!日開之宮公民館

花水公民館

見附台武道場

〈呂金〉

cll月〉
関縛公民館ぐ12火〉
量豊田公民館(13水〉

(14*) 
05金〉
(18月〉
(19火〉
(20オ()
(21オミ〉
(22金〉
(23こと〉

百百官会
ジフデ

旭公民館 王宮i:R小学校

中原公民館

城島公民館

金印公民館

神田公民館

欝士見公民館

161Z'l之宮公民館
松長草公民館

八椴公民館

花水公民館

須賀公箆館

飽F甘台武道場

1
4
5
8
7
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2
3
4
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③綴チフスとパラチフス

金田小学校土屋小学校 ( 1) 

旭公民館吉沢小学校 〈り

金巴公民館関崎公民館 υ〉
城島公民館蜜回公民館 υ〉
金回小学校 工と墜小学校 ( 2) 

旭公民館吉沢小学校 (H) 

神田公民館須実公民館 ( 1) 

金田公民館岡崎公民館 ( 2) 

富富士見公民館 ( 1) 

城崎公民館畳間公民館 ( 2) 

金問小学佼土屋小学校 ( 3) 
It!!公民録音沢小学校 け〉

神田公民館須賀公民館 ( 2) 

金釘公民館岡崎公民童宮 ( 3) 
富士見公民館 (幻

滅島公民館 霊華街公箆書官 ( 3) 

161Z'l之宮公民館 ( 1) 

中際公民館 付〉

神田公箆館須賀公民館 ( 3) 

花水公民館 ( 1) 

富士見公民館 ( 3) 

見附台武道場松原公民館(1) 

i自国之官室公民吉富 ( 2) 

中原公民宮富 ( 0) 

検診包!中霊童公民館

金問題協 ごと沢中学俊 09水〉
tJl公民館 重量国公民書官 (20*) 
神田公民館金田公民館 (21金〉

(22こと〉
八明書公民館 (24月〉
松原公民館 (25火〉

(26j() 

(27オに〉
(28金〉

沼豹日42年 3月15S 
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(8) 
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⑤器本脳炎
金田小学校土露小校学 ( D 
It!!公民館吉沢小学校 (s) 

金回公民館純締公民館 υ〉
豊田公民館城島公民館 (Q) 

神田公民館真土公民館 (u) 

!日間之宮， 八幌公民館(u)

金目小学校土屋小学校 ( 2) 
旭公民館吉沢小学筏 (u) 

金担公民館前橋公民館 付〉

量豊田公民館城島公民館 υ〉
神田公民館 賞こと公民館 υ〉
IBI2ll之宮 g 八綴公民給付〉
中原小学校 ( 1) 

南原公民館松原公民館 (9) 
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中主望小学校

南頭公民館松原公寝室宮
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花水公民館

富士見公民館
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須賀公民館

花水公民館
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門
広
瀦
パ
ト
ロ
ー
ル
か
ら
同
土
沢
地

区
の
山
林
は
、
現
託
ほ
と
ん
と
し
ん

炭
体
と
し
て
も
使
っ
て
い
な
い
。
審

に
な
る
と
、
ζ
一
の
地
方
を
訪
れ
る
人

が
穏
当
あ
り
、
林
道
笠
獲
日
捕
し
て
、

観
究
ル
l
F
ζ
し
て
同
開
発
し
た
な
ら

ば
、
鍛
治
資
取
に
と
ほ
し
い
平
塚
に

と
っ
て
、
大
君
な
プ
ラ
ス
に
な
る
と

思
う
が
;
。
下
吉
沢
@
小
泉
和
夫
〈
由
同
諸
)

あ
な
た
の
ど
窓
見
に

お
答
え
“

は
、
市
も
全
面
的
に
同

意
見
で
す
。
都
市
化
が
進
む
に
つ

れ
て
、
市
民
の
保
健
・
レ
グ
ロ
ェ

1

シ
ョ
ン
の
揚
と
す
る
総
地
の
灘
保
は

ま
ず
ま
ず
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
と
し
ま
し
で
も
、
宮
沢
を
中
古

し
た
山
林
地
帯
は
、
家
族
む
き
の
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
開
発
す
べ

く
下
調
査
を
行
な
っ
て
吉
ま
し
た
。

そ
し
て
、
現
夜
、
荷
揚
訟
に
、
公
鎖

的
な
市
霊
開
国
り
造
成
計
溺
を
す
す
阜

で
い
ま
す
。
こ
の
、
需
醐
幽
E
E
粛
と
関

連
を
も
た
せ
、
土
沢
地
区
周
辺
の
丘

陵
附
帯
と
湖
南
平
と
の
結
び
つ
吉
を

考
え
泣
か
ら
、
今
後
、
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー

ス
の
開
発
を
考
え
て
い
古
た
い
と
恕
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い
ま
す
。
属
馬
山
マ
湖
南
平
@
土
沢

丘
陵
地
帯
一
帯
は
、
野
島
保
誕
地
で

も
あ
り
、
将
来
、
ζ
れ
ら
を
一
格
と

す
る
コ
ー
ス
を
整
爾
す
れ
ば
、
県
民

の
い
こ
い
の
墳
と
し
て
、
多
く
の
来

訪
客
を
誘
致
で
含
る
と
考
え
て
い
ま

とζろに涼橋(あかはし〉と呼ぶ

石橋があってその下に穏1.5m

の小111が流れていた。この小川
崎:平塚新宿追越山あたりの松林

の裾からながれはじめ京は馬入
の地を経て馬入)[1にそそぐ清段

古主流れで約i!i一倍の水田の用水

となっていた。わたしたちが少

年の演はこの111へ億百のよ 5に
こんど平域市平家新宿の段見，":併すくいに行ったものでメダカ

地域北側一帯を明石町〈あかし;、タナゴ、ハゼ、ドジョ 、ホ

ちょう〉と総称するととが公表 jトケショーなどがよくとれたが
された。明沼町というと搭州羽 ヒんが多くて両足を!ulだらけに

石あたりの白砂育松の地を連想 jしたことをおぼえている。友濠

し海辺でもないこのあたりの池:だちも「アカシへさかなすくい
名としてはふさわしくないよ 5 に行くべえJ と誘いに来たもの
にも思われるが「アカシJとレバである。小111の名をアカシと呼
5言葉にこの間近が無亘書係でな んだのは八橋大門の赤纏からき
いことを語ってみたいと思 50 : t，こ朝1医Fの転ロitであったのである
平塚新宿の!日黒柱八幡神社は; 大正5年僚からこの小)11を挟
模国八幡EE(やわたのしよう んでいた水田が嬰めたてられ岱

〉の中心神社で皮肉の£民のほ!宅地に変貌すると平塚新宿一帯

とんとはその門綿密姓であった 1 の汚水の大部分がこれに注入さ

のである ιれることとなり忽ちドブ泥皇室見
この八防窓の社鮫は中塔i上jと;の下水溝と佑してしまった.そ
呼ぶ丘に衛面して建っていて表 J 己で昭和のはじめこれを辺漢と

議選法海浜まで一直線につづい!してそのよに還をつくりこれを

ていた。そのため今でも東海道:コンクリ一道路と呼んだ凶

に交差すおところから北を八年若 l そのころから附近の住宅地を

穴門と呼びそれより織を浜大内:明石町と呼びはじめた。これは

と言っている。 申すまでもなく霊長橋の転のアカ

八撚吉富の柱部から百米ほどの!シにちなんだものである。

明石賀了起涼

高瀬慎吾

むすぶ開発を検討

②l 

かう隠はす考ど正いろ iがはかとえま玄中ょた玲禿将己 1!重
らに題、。えとじまく小どあ与らいば貫工使Q'~品、;;;と容ヶ議

長春za襲妻宅議主主主252号室主足fE?52官主京2毒
Q5，ま這え昇平民生~穣れ辱'p;ゴr f~ .? ~ 1"，ちま童書 りめru;l;使どた
改 f にま言電い活身本てえ i O ，~た添えてわ憾 だて間たいも実
己警九転ねがけ金にはい方 ヲ寄っ 2ちるしな的 1J2.1J俳句笠 l伊J
鞠どを。嫁をんな体つ管るに ヰ£品。ま￥量 子急芸富十子 宮一
HAH11員皇室zsh鍋鶴( 気つ 。みて爾向 教腕市

皇宮真喜主党主警官芸爵皇、白鷺空宇謀議 李主 主主事き 草書警

告支持主主2332う言f饗韓議 32表EfZ詰昨日5
6'tll4o.5iVニでる話ざ訟手;;::で vc. ~-噂ず噛 V どりと思ま続を、まく。塔ルナ

相章子雰EA宗主主妻宅主量害支空三号弓頁禁足手包 ζヨ量是主て言喜去を
~ んでだ治主きEiV千五丹念益吉一、脅しもしこ艇長負。、らやけるも例も ζ 古主知
長。足Fミレ;2q主翼手議言語学豊富雪之室主客突撃ぞ主52事量語長善男
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す
a

コ
l
ス
周
辺
に
、
わ
ら
び
a
ぜ

ん
ま
い
，
き
の
ζ
@
察
刈
り
な
ど
を

楽
し
め
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
さ
ら
に

よ
い
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
地
帯
と
な

る
で
し
ょ
う
。
門
経
済
部
務
エ
開
観
光
月
間
一
日

×
 

加
地
一
以
来
雲
橋

の
紘
一
縮
を
自
サ
く

門
会
聴
パ
ト
ロ
ー
ル
か
ら
一
日
沼
地
区

は
住
宅
地
域
と
友
り
、
幹
線
道
路
の

舗
装
も
行
な
わ
れ
て
、
車
の
受
遜
量

が
大
隔
に
ふ
え
て
い
る
。
議
野
県
道

か
ら
混
へ
は
い
る
東
摺
皆
様
法
、
ゃ
っ

八構大内通¥?赤橋のあと…あかし田TIllJ名の起り
がここに晶るという
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